
令和7 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

話し言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、分かりや
すさに配慮した表
現や言葉遣いに
ついて理解し、
使っている。

「話すこと・聞くこ
と」において、話し
言葉の特徴を踏ま
えて話し、相手の
理解が得られるよ
うに表現を工夫し
ている。

聴衆に対する発表
を通して、話し言
葉の特徴を理解
し、相手の理解を
得られるよう、表現
を粘り強く工夫す
る中で、自らの学
習を調整しようとし
ている。

5 ○ ○ ○

書き言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、分かりや
すさに配慮した表
現や言葉遣いに
ついて理解し、
使っている。

目的や場に応じ
て、実社会の中か
ら適切な話題を決
め、様々な観点か
ら情報を収集、整
理して、伝える内
容を検討してい
る。

書き言葉の特徴を
理解し、相手の理
解を得られるよう、
表現を粘り強く工
夫する中で、自ら
の学習を調整しよ
うとしている。

6 ○ ○ ○

文章の効果的な
組み立て方や接
続の仕方、比喩等
の修辞や述べ方
について理解して
いる。

内容や構成、論理
の展開などについ
て叙述を基に的確
に捉え、要旨や要
点を把握してい
る。

内容や書き手の意
図を解釈したり、
文章の構成や論
理の展開などにつ
いて評価したりす
るとともに、自分の
考えを深めようとし
ている。

8 ○ ○ ○

書き言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、必要な
語句や修辞の量を
増やし、語感を磨
き、語彙を豊かに
している。

目的や場に応じ
て、実社会の中か
ら適切な話題を決
め、様々な観点か
ら情報を収集、整
理して、伝える内
容を検討してい
る。

書き言葉の特徴を
理解し、相手の理
解を得られるよう、
表現を粘り強く工
夫する中で、自ら
の学習を調整しよ
うとしている。

10 ○ ○ ○

話し言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、分かりや
すさに配慮した表
現や言葉遣いに
ついて理解し、
使っている。

「話すこと・聞くこ
と」において、話し
言葉の特徴を踏ま
えて話し、相手の
理解が得られるよ
うに表現を工夫し
ている。

聴衆に対する発表
を通して、話し言
葉の特徴を理解
し、相手の理解を
得られるよう、表現
を粘り強く工夫す
る中で、自らの学
習を調整しようとし
ている。

11 ○ ○ ○

書き言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、必要な
語句や修辞の量を
増やし、語感を磨
き、語彙を豊かに
している。

目的や場に応じ
て、実社会の中か
ら適切な話題を決
め、様々な観点か
ら情報を収集、整
理して、伝える内
容を検討してい
る。

書き言葉の特徴を
理解し、相手の理
解を得られるよう、
表現を粘り強く工
夫する中で、自ら
の学習を調整しよ
うとしている。

12 ○ ○ ○

文章の効果的な
組み立て方や接
続の仕方、比喩等
の修辞や述べ方
について理解して
いる。

内容や構成、論理
の展開などについ
て叙述を基に的確
に捉え、要旨や要
点を把握してい
る。

内容や書き手の意
図を解釈したり、
文章の構成や論
理の展開などにつ
いて評価したりす
るとともに、自分の
考えを深めようとし
ている。

3 ○ ○ ○

書き言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、必要な
語句や修辞の量を
増やし、語感を磨
き、語彙を豊かに
している。

目的や場に応じ
て、実社会の中か
ら適切な話題を決
め、様々な観点か
ら情報を収集、整
理して、伝える内
容を検討してい
る。

書き言葉の特徴を
理解し、相手の理
解を得られるよう、
表現を粘り強く工
夫する中で、自ら
の学習を調整しよ
うとしている。

読むこと2
１０時間

論理的な文章の
読解

文章構成や論理展開等を追
いながら適切な読解方法を学
ぶ。

話すこと・聞くこと2
１０時間

７０時間

書くこと４
６時間

実用的な文章の
作成２

調べたことを整理して、報告書
や説明資料などにまとめる活
動を行う。

確認テスト
小テスト
授業内の活動レポート、課題の
取り組み状況
などを基に総合的に評価する

話し合いの作法 実社会の中から選んだ適切な
題材をもとに、話し合いの仕方
を学ぶ。

書くこと3
８時間

読み手の理解が
得られる文章の作
成

読み手の理解が得られるよう、
説得力ある文章の作成の仕方
を学ぶ。

話すこと・聞くこと１
１０時間

自己紹介スピーチ 自己紹介スピーチを通じて、
「話すこと・聞くこと」の基本を
学ぶ。

書くこと２
８時間

論理的な文章の
作成

論理的な文章を読み、考えた
ことを適切に文章化する力を
学ぶ。

書くこと１
８時間

実用的な文章の
作成

実社会の中から選んだ適切な
題材をもとに、案内文や通知
文など実用的な文章を作成す
る基礎的な方法を学ぶ。

読むこと１
10時間

論理的な文章の
読解

文章構成や論理展開等を追
いながら適切な読解方法を学
ぶ。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

主として教科書所収の作品をよく読み理解を深めるとともに、語句、漢字、知識の定着をはかりましょう。
「話す・聞く」「書く」「読む」のそれぞれの活動に積極的に取り組み、総合的な国語の力を身につけていきましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

必修科目 １年

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

学
習
方
法

現代の国語で書かれたさまざまな作品を読解し、語句、漢字、知識等の定着をはかる。

実践的な言語活動を通して論理的な思考力、深く共感したり豊かに想像したりする力、他者とのかかわりの中で互いに伝え合い高め合う力を向上させる。

使用教科書 高等学校　現代の国語（数研出版） 担当者

教
科
の
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。

国語 現代の国語 2

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次
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1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

単元テスト
小テスト
授業時の取り組み
ノート、課題の記載内容
　などを基に評価する。

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

言葉には、文化の
継承、発展、想像
を支える働きがあ
ることを理解してい
る。

読むことにおい
て、作品や文章の
成立した背景やそ
の内容、解釈を踏
まえ、自分のもの
の見方、感じ方、
考え方を深め、我
が国の言語文化
について自分の考
えをもっている。

積極的に、自分の
ものの見方、感じ
方、考え方を深
め、我が国の言語
文化について自
分の考えをもつ中
で、自分の学習を
調整しようとしてい
る。

3 ○ ○ ○

生涯にわたる社会
生活において必
要な国語の知識
や技能について
理解し適切に使う
ことができる。

自分の体験や思
いが効果的に伝
わるよう、文章の種
類、構成、展開
や、文体、描写語
句などの表現の仕
方を工夫してい
る。

自分の知識や体
験の中から適切な
題材を決め、集め
た材料のよさや味
わいを吟味して、
表現したいことを
明確にしようとして
いる。

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

学
習
方
法

教科書に収められている作品の読解を通じて上代から近現代に受け継がれてきた我が国の言語文化に対する理解を深める。

作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深める。

使用教科書 高等学校　言語文化（数研出版） 担当者

教
科
の
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。

国語 言語文化 2 必修科目 １年

多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

担
当
者
か
ら

我が国の言語文化に対する理解を深めましょう。
作品の内容や解釈を踏まえて、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

総合的に評価します。

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力

現代文➀ 言語文化への視
点
６時間

言葉には、文化の継承、発
展、創造を支える働きがあるこ
とを理解する。

古文 古文に親しむ
１０時間

我が国の言語文化に特徴的
な語句の量を増し、それらの
文化的背景について理解を深
める。

７０時間

現代に生きる言葉
８時間

文章の構成や展開、表現の仕
方、表現について評価すると
ともに、作品や文章の成立し
た背景や他の作品などとの関
係を踏まえ、内容の解釈を深
める。

自然へのまなざし
６時間

文章の構成や展開、表現の仕
方、表現について評価すると
ともに、作品や文章の成立し
た背景や他の作品などとの関
係を踏まえ、内容の解釈を深
める。

想いを表す言葉
８時間

本歌取りや折句など用いて、
感じたことや発見したことを短
歌や俳句で表したり、伝統行
事や風物詩等の文化に関す
る題材を選んで、随筆などを
書いたりする。

漢文

言葉の紡ぐ世界
８時間

文章の種類を踏まえて、内容
や構成、展開などについて叙
述を基に的確に捉えるととも
に、作品や文章に表れている
ものの見方、感じ方、考え方を
捉え、内容を解釈する。

漢文に親しむ
８時間

我が国の言語文化の特質や
我が国の文化と外国の文化と
の関係について理解するとと
もに、作品や文章の歴史的・
文化的背景などを理解する。

現代文② 表現の多様性
６時間

言葉には、文化の継承、発
展、創造を支える働きがあるこ
とを理解する。

現代文③ 文学と人生
（書くこと）
６時間

自分の体験や思いが効果的
に伝わるよう、文章の種類、構
成、展開や、文体、描写、語句
などの表現の仕方を工夫す
る。

読むことにおい
て、作品や文章の
成立した背景やそ
の内容、解釈を踏
まえ、自分のもの
の見方、感じ方、
考え方を深め、我
が国の言語文化
について自分の考
えをもっている。

積極的に、自分の
ものの見方、感じ
方、考え方を深
め、我が国の言語
文化について自
分の考えをもつ中
で、自分の学習を
調整しようとしてい
る。

我が国の言語文
化に特徴的な語
句の量を増し、そ
れらの文化的背景
について理解を深
めている。

文章の構成や展
開、表現の仕方、
表現について評
価するとともに、作
品や文章の成立し
た背景や他の作
品などとの関係を
踏まえ、内容の解
釈を深めている。

想いを表す言葉
4時間

作品の解釈を踏まえ、自分の
ものの見方、感じ方、考え方を
深め、我が国の言語文化につ
いて自分の考えを持つ。

作品の内容や解
釈を踏まえ、自分
のものの見方、感
じ方、考え方を深
め、我が国の言語
文化について自
分の考えをもって
いる。

作品について自
分の見解をもち、
他者との意見交換
を通して、進んで
自分のものの見
方、考え方、感じ
方を深めようとして
いる。

言葉には、文化の
継承、発展、想像
を支える働きがあ
ることを理解してい
る。

作品について自
分の見解をもち、
他者との意見交換
を通して、進んで
自分のものの見
方、考え方、感じ
方を深めようとして
いる。

古典の世界に親し
むために、古典を
読むために必要な
文語のきまりや訓
読のきまり、古典
特有の表現などに
ついて理解してい
る。



令和7 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校
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1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

作者の言葉には、
想像力を豊かにす
る働きがあることを
理解している。

随筆の特徴を踏ま
えて、内容や構
成、展開、描写の
仕方などをとらえ
ている。

文章の内容や解
釈を踏まえ、人
間、社会、自然な
どに対するものの
見方、感じ方、考
え方を理解しようと
している。

6 ○ ○ ○

情景の豊かさや心
情の機微を表す
語句を増やし、語
感を磨いている。

語り手の視点や場
面の設定の仕方、
表現の特色につ
いて考察し、内容
を解釈することが
できる。

文学的な文章の
題材について情
報を収集、整理し
て、内容を明確に
しようとしている。

9 ○ ○ ○

文学的な文章や
それに関する文章
の種類や特徴など
について理解しよ
うとしている。

他の作品と比較す
るなどして、文体
の特徴や効果に
ついて考察するこ
とができる。

これまでに学んだ
随筆と比較するな
どして、文体の特
徴や効果につい
て考察することが
できる。

11 ○ ○ ○

文学的な文章に
おける文体の特徴
や修辞などの表現
技法について理
解しようとしてい
る。

文章の構成や展
開、表現方法を踏
まえ、解釈の多様
性について考察
することができる。

登場人物の心情
や情景の描写を、
文体の表現の技
法等に注意して、
理解しようとしてい
る。

1 ○ ○ ○

詩歌に触れること
で、修辞などの知
識を養い、自由に
発想できるように
する。

作品が成立した背
景や他の作品など
との関係を踏ま
え、作品の解釈し
ている。

作品について、そ
れぞれの観点から
考えを深め、自分
の発想や考えを確
立することができ
る。

3 ○ ○ ○

文学的な文章を読
むことを通して、我
が国の言語文化
の特質について理
解しようとしてい
る。

どのような作品や
文章に対しても解
釈の多様性がある
ことを理解してい
る。

文章の構成や展
開、表現方法など
について、作者の
考えを感じとること
ができる。

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

学
習
方
法

文学的な文章について評価したり、その解釈の多様性について考察したりする。

自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、自ら課題を設定して探求できるようにする。

使用教科書 文学国語（東京書籍） 担当者

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。

国語 文学国語 2 必修科目 ２年

多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

担
当
者
か
ら

授業の取り組みや単元テスト、小テスト、課題の提出状況などを総合的に評価します。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

授業の取り組みや単元テスト、小テスト、課題の提出状況などを総合的に評価します。

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力

読むこと・書くこと４
14時間

読むこと・書くこと１
10時間

随筆（一） 表面だけからは簡単にはわか
らない心情や豊かな情景を味
わい、文章の中で使うことを通
して、語感を磨く。

単元テスト、小テスト、課題提出
状況、授業での取り組みなどを
基に評価する。

読むこと・書くこと３
16時間

随筆（二） 自然や人間などに対するもの
の見方、考え方、感じ方を読
み味合う。

読むこと・書くこと２
12 時間

小説（一） 文学的な文章を読み味わい、
文体の特徴や修辞法などの表
現を学んで理解する。

小説（二） 文学的な文章を読み味わい、
題材に応じて情報を収集し、
まとめをおこない、物語の内容
を把握する。

70時間

読むこと・書くこと５
6時間

韻文（一） 文体の特徴や修辞法の働きな
どを学び、作者の心情を考慮
して読み味わう。

読むこと・書くこと６
12時間

小説（三） 文章の構成や展開、表現方法
などについて学び、作者の伝
えたいことを感じとり、作者の
意図を考察する。



令和7 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法、漢字
の知識等をより豊
かにしている。

テーマに対して自
分の意見を持ち、
書いたり、発表し
たりすることなどを
通して的確に表現
しようとしている。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、自分の捉え
方・考え方を深
め、的確に表現よ
うとしている。

5 ○ ○ ○

古典を読むために
必要な語彙力を高
め、伝統的な言語
文化に関する理解
をより深めている。

文章の種類を踏ま
えて，古典特有の
表現に注意して内
容を的確に捉えよ
うとしている。

古典を読むために
必要な文語のきま
りや訓読のきまり，
古典特有の表現
などについて理解
を深めようとしてい
る。

6 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法、漢字
の知識等をより豊
かにしている。

テーマに対して自
分の意見を持ち、
書いたり、発表し
たりすることなどを
通して的確に表現
しようとしている。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、自分の捉え
方・考え方を深
め、的確に表現よ
うとしている。

7 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙
力を高め、伝統的
な言語文化に関
する理解をより深
めている。

古典の作品や文
章などに表れてい
るものの見方，感
じ方，考え方を踏
まえ，人間，社会，
自然などに対する
自分の考えを広げ
たり深めたりしよう
としている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。

8 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法、漢字
の知識等をより豊
かにしている。

テーマに対して自
分の意見を持ち、
書いたり、発表し
たりすることなどを
通して的確に表現
しようとしている。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、自分の捉え
方・考え方を深
め、的確に表現よ
うとしている。

9 ○ ○ ○

古典漢文を読むた
めに必要な語彙
力を高め、伝統的
な言語文化に関
する理解をより深
めている。

古典の作品や文
章などに表れてい
るものの見方，感
じ方，考え方を踏
まえ，人間，社会，
自然などに対する
自分の考えを広げ
たり深めたりしよう
としている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。

10 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法、漢字
の知識等をより豊
かにしている。

テーマに対して自
分の意見を持ち、
書いたり、発表し
たりすることなどを
通して的確に表現
しようとしている。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、自分の捉え
方・考え方を深
め、的確に表現よ
うとしている。

11 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙
力を高め、伝統的
な言語文化に関
する理解をより深
めている。

古典の作品や文
章などに表れてい
るものの見方，感
じ方，考え方を踏
まえ，人間，社会，
自然などに対する
自分の考えを広げ
たり深めたりしよう
としている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。

古文入門・漢文入
門

・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

古文編② ・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

現代文標準編② ・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

漢文編① ・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

現代文標準編① ・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

現代文標準編③ ・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

読解、批評 現代文基礎編 ・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

古文編① ・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

確認テスト
課題提出
授業時の取り組み
ノートの記載内容
　などを基に評価する。

担
当
者
か
ら

古典から近現代の作品まで、さまざまな文章を読み、論理的に考える力を身につけます。また、自身の意見を書いたり、共有したり、発表することで視野を広げ、も
のの見方、考え方を豊かにします。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

２年

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

総合的に評価します。

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力

課題解決に向け、主体的に追究することができる。

選択科目

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

学
習
方
法

学
習
評
価

基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性

古今のさまざまな作品に触れ、その要旨を的確にとらえるとともに作品ごとの特色について理解する。

さまざまな作品を読み比べ、内容や表現などについての批評を通して自身の知識・思考を深める。

使用教科書 なし 担当者

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。

国語 探究国語 4



12 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法、漢字
の知識等をより豊
かにしている。

テーマに対して自
分の意見を持ち、
書いたり、発表し
たりすることなどを
通して的確に表現
しようとしている。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、自分の捉え
方・考え方を深
め、的確に表現よ
うとしている。

1 ○ ○ ○

古典漢文を読むた
めに必要な語彙
力を高め、伝統的
な言語文化に関
する理解をより深
めている。

古典の作品や文
章などに表れてい
るものの見方，感
じ方，考え方を踏
まえ，人間，社会，
自然などに対する
自分の考えを広げ
たり深めたりしよう
としている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。

2 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法、漢字
の知識等をより豊
かにしている。

テーマに対して自
分の意見を持ち、
書いたり、発表し
たりすることなどを
通して的確に表現
しようとしている。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、自分の捉え
方・考え方を深
め、的確に表現よ
うとしている。

3 ○ ○ ○

古典を読むために
必要な語彙力を高
め、伝統的な言語
文化に関する理解
をより深めている。

古典の作品や文
章などに表れてい
るものの見方，感
じ方，考え方を踏
まえ，人間，社会，
自然などに対する
自分の考えを広げ
たり深めたりしよう
としている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。

現代文実践編 ・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

古文編③
漢文編③

・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

現代文標準編④ ・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

漢文編② ・作品の要旨を的確に把握
し、さまざまな角度から検討し
て作品を批評する。
・演習問題

確認テスト
課題提出
授業時の取り組み
ノートの記載内容
　などを基に評価する。



令和7 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙
力を高め、伝統的
な言語文化に関
する理解をより深
め、意見交換にお
ける基本的な作
法・態度について
身に付けている。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏ま
え、他者の意見・
考えを参照しなが
ら、自分の考えを
深めている。

作者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、現代に生き
る自分の捉え方・
考え方を深めよう
としている。また、
他者の意見・考え
に敬意を払いつ
つ、自分の意見・
考えを能動的に述
べようとしてる。

5 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法、漢字
の知識等をより豊
かに、意見交換に
おける基本的な作
法・態度について
身に付けている。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏ま
え、他者の意見・
考えを参照しなが
ら、自分の考えを
深めている。

作者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、さまざまな
作品を比較検討
することにより自分
の捉え方・考え方
を深めようとしてい
る。また、他者の
意見・考えに敬意
を払いつつ、自分
の意見・考えを能
動的に述べようと
してる。

6 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙
力を高め、伝統的
な言語文化に関
する理解をより深
め、意見交換にお
ける基本的な作
法・態度について
身に付けている。

説話文学の成立
事情やモチーフの
理解を深め、他者
の意見・考えを参
照しながら、自分
の考えを深めてい
る。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。また、他者
の意見・考えに敬
意を払いつつ、自
分の意見・考えを
能動的に述べよう
としてる。

7 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法、漢字
の知識等をより豊
かにしている。

論理的な文章をそ
の構成のしかたや
推論方法により的
確に読み取り、他
者の意見・考えを
参照しながら、論
理的な思考力や
判断力を高めるこ
とができた。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、さまざまな
作品を比較検討
することにより自分
の捉え方・考え方
を深めようとしてい
る。また、他者の
意見・考えに敬意
を払いつつ、自分
の意見・考えを能
動的に述べようと
してる。

8 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙
力を高め、伝統的
な言語文化に関
する理解をより深
めている。

物語文学の成立
事情やモチーフの
理解を深め、他者
の意見・考えを参
照しながら、自分
の考えを深めてい
る。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。また、他者
の意見・考えに敬
意を払いつつ、自
分の意見・考えを
能動的に述べよう
としてる。

2 ２年選択科目

学
習
方
法

古今のさまざまな作品の読解を通して、多様な思考や豊富な語句に触れ、ものの見方、感じ方、考え方を深める。

作品について他者と語らうとともに、自身の考えを論理の展開や表現の仕方に留意しながらまとめて発表する。

使用教科書 なし 担当者

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

国語 発展国語

担
当
者
か
ら

古典から近現代の作品まで、さまざまな文章をより深く鑑賞するとともに、多角的な視点をふまえながらそれぞれの作品の批評に取り組み、他者との意見交換を行
います。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

総合的に評価します。

読解、批評、討論 古典随筆 ・記されている内容について
的確に読解し、他者の意見を
参考にしながら多角的な視点
をふまえて作品を批評する。
・演習問題

近現代評論

単元テスト
課題提出
授業の取り組み
ノートの記載内容
　などを基に評価する。

近現代随筆

・記されている内容について
的確に読解し、他者の意見を
参考にしながら多角的な視点
をふまえて作品を批評する。
・演習問題

古典物語 ・記されている内容について
的確に読解し、他者の意見を
参考にしながら多角的な視点
をふまえて作品を批評する。
・演習問題

・記されている内容について
的確に読解し、他者の意見を
参考にしながら多角的な視点
をふまえて作品を批評する。
・演習問題

古典説話 記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。



9 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法・修辞
法、漢字の知識等
をより豊かにし、意
見交換における基
本的な作法・態度
について身に付け
ている。

登場人物の心情
を共感をもって深
く理解し、他者の
意見・考えを参照
しながら、自分の
考えを深めめ、感
性を磨いている。

作者の捉え方・考
え方や登場人物
の心情を理解しよ
うと努め、さまざま
な作品を比較検討
することにより自分
の捉え方・考え方
を深め、感性を磨
こうとしている。ま
た、他者の意見・
考えに敬意を払い
つつ、自分の意
見・考えを能動的
に述べようとして
る。

10 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙
力を高め、伝統的
な言語文化に関
する理解をより深
め、意見交換にお
ける基本的な作
法・態度について
身に付けている。

古典の日記文学・
紀行文学の成立
事情やモチーフの
理解を深め、他者
の意見・考えを参
照しながら、自分
の考えを深めてい
る。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。また、他者
の意見・考えに敬
意を払いつつ、自
分の意見・考えを
能動的に述べよう
としてる。

11 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法、漢字
の知識等をより豊
かにしている。

論理的な文章をそ
の構成のしかたや
推論方法により的
確に読み取り、論
理的な思考力や
判断力を高め、他
者の意見・考えも
参照しながら、自
分の考えを深めて
いる。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、さまざまな
作品を比較検討
することにより自分
の捉え方・考え方
を深めようとしてい
る。また、他者の
意見・考えに敬意
を払いつつ、自分
の意見・考えを能
動的に述べようと
してる。

12 ○ ○ ○

古典漢文を読むた
めに必要な語彙
力を高め、訓読の
方法、漢詩のきま
りなどに関する理
解をより深めてい
る。

故事や漢詩の成
立事情やモチー
フ・思想の理解を
深め、他者の意
見・考えを参照し
ながら、自分の考
えを深めている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。また、他者
の意見・考えに敬
意を払いつつ、自
分の意見・考えを
能動的に述べよう
としてる。

1 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法・修辞
法、漢字の知識等
をより豊かにし、意
見交換における基
本的な作法・態度
について身に付け
ている。

登場人物の心情
を共感をもって深
く理解し、他者の
意見・考えを参照
しながら、自分の
考えを深め、感性
を磨いている。

作者の捉え方・考
え方や登場人物
の心情を理解しよ
うと努め、さまざま
な作品を比較検討
することにより自分
の捉え方・考え方
を深め、感性を磨
こうとしている。ま
た、他者の意見・
考えに敬意を払い
つつ、自分の意
見・考えを能動的
に述べようとして
る。

2 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙
力を高め、伝統的
な言語文化に関
する理解をより深
め、意見交換にお
ける基本的な作
法・態度について
身に付けている。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、他者の意
見・考えも参照し
つつ個々の和歌
の成立事情やモ
チーフ・心情の理
解を深めている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深め、表現
方法に生かそうと
している。また、他
者の意見・考えに
敬意を払いつつ、
自分の意見・考え
を能動的に述べよ
うとしてる。

3 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙
や表現方法・修辞
法、漢字の知識等
をより豊かにし、意
見交換における基
本的な作法・態度
について身に付け
ている。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、他者の意
見・考えも参照し
つつ個々の和歌
や俳句の成立事
情やモチーフ・心
情の理解を深めて
いる。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、さまざまな作
品を比較検討する
ことにより自分の
捉え方・考え方を
深め、感性を磨こ
うとしている。ま
た、他者の意見・
考えに敬意を払い
つつ、自分の意
見・考えを能動的
に述べようとして
る。

古典漢文故事・漢
詩

・記されている内容について
的確に読解し、他者の意見を
参考にしながら多角的な視点
をふまえて作品を批評する。
・演習問題

近現代評論２

近現代小説 ・記されている内容について
的確に読解し、他者の意見を
参考にしながら多角的な視点
をふまえて作品を批評する。
・演習問題

近現代小説２

単元テスト
課題提出
授業の取り組み
ノートの記載内容
　などを基に評価する。

・記されている内容について
的確に読解し、他者の意見を
参考にしながら多角的な視点
をふまえて作品を批評する。
・演習問題

・記されている内容について
的確に読解し、他者の意見を
参考にしながら多角的な視点
をふまえて作品を批評する。
・演習問題

古典日記・紀行 ・記されている内容について
的確に読解し、他者の意見を
参考にしながら多角的な視点
をふまえて作品を批評する。
・演習問題

古典和歌 ・記されている内容について
的確に読解し、他者の意見を
参考にしながら多角的な視点
をふまえて作品を批評する。
・演習問題

近現代短歌・俳句 ・記されている内容について
的確に読解し、他者の意見を
参考にしながら多角的な視点
をふまえて作品を批評する。
・演習問題



令和7 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

話し言葉と書き言
葉の特徴や役割、
表現の特色を踏ま
え、正確さ、わかり
やすさ、適切さ、
経緯と親しさなど
に配慮した表現や
言葉遣いについて
理解している。

書くことにおいて、
自分の考えが的
確に伝わるよう、根
拠の示し方や説明
の仕方を考えると
ともに、文章の種
類や文体、語句な
どの表現の仕方を
工夫している。

話し言葉と書き言
葉の特徴や役割、
表現の特色を踏ま
え、言葉について
理解し、自分の考
えが的確に伝わる
よう語彙を豊かに
しようとしている。

5
・
６

○ ○ ○

文章の種類に基
づく効果的な組み
立て方や段落の
構造や論の形式
など、文章の構成
や展開の仕方に
ついて理解を深め
ている。

読むことにおい
て、目的に応じ
て、文章や図表な
どに含まれている
情報を相互に関
係づけながら、内
容や書き手の意図
を解釈したり、文
章の構成や論理
の展開などについ
て評価したりすると
ともに、自分の考
えを深めている。

文章の種類に基
づき、効果的な組
み立て方や、文章
構成、展開の仕方
について理解しよ
うとしている。

7
・
８

○ ○ ○ ○

自分の思いや考
えを多彩に表現す
るために必要な語
句の量を増し、話
や文章ので使うこ
とを通して語感を
磨き語彙を豊かに
している。

書くことにおいて、
情報の妥当性や
信頼性を吟味しな
がら、自分の立場
や論点を明確にし
て、主張を支える
適切な根拠を揃え
ている。

自分の考えが的
確に伝わるように
書かれているか吟
味し、文章を整え
ながら自分の文章
を捉え直そうとして
いる。

9
・
10

○ ○ ○

文学的な文章や
それに関する文章
の種類や特徴など
について理解を深
めている。

読むことにおい
て、作品の内容や
解釈を踏まえ、人
間、社会、自然な
どに対するものの
見方、感じ方、考
え方を深めてい
る。

文学的な文章や
それに関する文章
の種類などについ
て理解を深め、文
学的な文章を書く
ための情報収集を
して、表現したいこ
とを明確にしようと
している。

11 ○ ○ ○ ○

自分の思いや考
えを多彩に表現す
るために必要な語
句の量を増し、話
や文章ので使うこ
とを通して語感を
磨き語彙を豊かに
している。

読むことにおい
て、作品の文章の
成立した背景や他
の作品などとの関
係を踏まえ、内容
の解釈を深めてい
る。

自分の考えが的
確に伝わるように
書かれているか吟
味し、文章を整え
ながら自分の文章
を捉え直そうとして
いる。

12 ○ ○ ○

文学的な文章や
それに関する文章
の種類や特徴など
について理解を深
めている。

書くことにおいて、
自分の思いや考
えを明確にし、事
象を的確に描写し
たり説明したりする
など表現の仕方を
工夫している。

文章の種類に基
づき、効果的な組
み立て方や、文章
構成、展開の仕方
について理解しよ
うとしている。

1 ○ ○ ○ ○

自分の思いや考
えを多彩に表現す
るために必要な語
句の量を増し、話
や文章ので使うこ
とを通して語感を
磨き語彙を豊かに
している。

書くことにおいて、
文章の構成や展
開、表現の仕方に
ついて、自分の主
張が的確に伝わる
ように書かれてい
るかなどを吟味し
て、文章を整えた
り、読み手からの
助言などを踏まえ
て、自分の文章の
特長や課題を捉え
直し、改善できて
いる。

自分の考えが的
確に伝わるように
書かれているか吟
味し、文章を整え
ながら自分の文章
を捉え直そうとして
いる。

単元テスト、小テスト、課題提出
状況、授業時の取り組みなどを

基に評価する。

・評論の読解を行う。
・評論文中の表現や特長の分
析する。

分析したことや蓄え
た知識を活用しなが
ら文章を書こう

テーマに沿った意
見文を書こう

・意見文の書き方を確認する。
・実際に意見文を書く。
・書いた意見文を交流し、より
良いものを書くために、批評し
合う。
・他者からのコメントを参考にし
て、より伝わる表現に仕上げ
る。

自分の想いをのせ
た詩や随筆を書こ
う

評価方法

複数の文章を読み、
表現の仕方や特色
を分析しよう

詩や随筆の中で
扱われている、表
現の仕方や特長
を分析しよう

・詩や随筆の読解を行う。
・詩や随筆の表現や特長を分
析する。

分析したことや蓄え
た知識を活用しなが
ら文章を書こう

文章表現の基盤と
なる語彙や正しい表
現の仕方を身につ
けよう

語彙を豊かにしよ
う
正しい表現に触れ
よう

・漢字、ことば、ことわざ、慣用
句、故事成語を習得する。
・助詞、助動詞、副詞などを確
認する。
・話し言葉や書き言葉の違い
を確認する。

・詩や随筆の基本知識を確認
する。
・実際に詩や随筆を書く。
・書いた詩や随筆を交流し、よ
り良いものを書くために、批評
し合う。
・他者からのコメントを参考にし
て、より伝わるよう表現を書き
直し、仕上げる。

複数の文章を読み、
表現の仕方や特色
を分析しよう

小説の文章中で
扱われている、表
現の仕方や特長
を分析しよう

・小説の読解を行う。
・小説での文章中の表現や特
長を分析する。

分析したことや蓄え
た知識を活用しなが
ら文章を書こう

物語を創作しよう ・物語の書き方を確認する。
・実際に物語を書く。
・書いた物語を交流し、より良
いものを書くために、批評し合
う。
・他者からのコメントを参考にし
て、より伝わるよう表現を書き
直し、仕上げる。

複数の文章を読み、
表現の仕方や特色
を分析しよう

評論の文章中で
扱われている、表
現の仕方や特長
を分析しよう

総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

何かを表現したい時、「書く」という表現の方法を取ったとしても、表現の仕方はいくつもあります。様々な表現の仕方を知ることで、いざ自分が表現したい時にその
表現したいものを的確に、かつより他者に伝わるような表現ができるようになるでしょう。様々な文章の表現に触れ、表現力を培いましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力

課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

選択科目 異年次合同

目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

学
習
方
法

様々な文章に多く触れ、それぞれの作品における表現の特色を分析しながら読み解く。

それぞれの作品における表現技法の特長をふまえながら、様々な表現の仕方を身につける。

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。

使用教科書 なし 担当者

国語 文章表現 2

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



2 ○ ○ ○

文章の種類に基
づく効果的な組み
立て方や段落の
構造や論の形式
など、文章の構成
や展開の仕方に
ついてよく理解を
深めている。

読むことにおい
て、目的に応じ
て、文章や図表な
どに含まれている
情報を相互に関
係づけながら、内
容や書き手の意図
を解釈したり、文
章の構成や論理
の展開などについ
て評価したりすると
ともに、自分の考
えを深めている。

文章の効果的な
組み立て方や接
続の仕方について
理解を深め、情報
の妥当性や信頼
性を吟味しなが
ら、自分の立場を
明確にするための
根拠を揃えようとし
ている。

3 ○ ○ ○ ○

文章の効果的な
組み立て方や接
続の仕方について
理解を深めてい
る。

書くことにおいて、
自分の考えや事
柄が的確に伝わる
よう、根拠の示し
方や説明の仕方
を考えるとともに、
文章の種類や文
体、語句などの表
現の仕方を工夫
し、的確に表現し
ている。

自分の考えが的
確に伝わるように
書かれているか吟
味し、文章を整え
ながら自分の文章
を捉え直そうとして
いる。

分析したことや蓄え
た知識を活用しなが
ら文章を書こう

単元テスト、小テスト、課題提出
状況、授業時の取り組みなどを

基に評価する。

自ら選択した複数
の文章や作品から
一つ選択し、その
文章の表現や魅
力について語った
紹介文を書こう

複数の文章を読み、
表現の仕方や特色
を分析しよう

ジャンルを問わ
ず、自ら複数の文
章や作品を選択
し、その中で扱わ
れている、表現の
仕方や特長を分
析しよう

・自らが選択した複数の文章
や作品の読解を行う。
・自らが選択した複数の文章
や作品の表現や特長を分析
する。

・自らが選択した複数の文章
や作品の読解を行う。
・自らが選択した複数の文章
や作品のジャンルを理解す
る。
・実際に紹介文を書く。
・書いた紹介文を交流し、より
良いものを書くために、批評し
合う。
・他者からのコメントを参考にし
て、より伝わるよう表現を書き
直し、仕上げる。



令和7 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

論証したり学術的
な学習の基礎を学
んだりするために
必要な語句の量を
増し、文章の中で
使うことを通して、
語感を磨き語彙を
豊かにできる。

書くことにおいて、
実社会や学術的
な学習の基礎に
関する事柄につい
て、書き手の立場
や論点などの様々
な観点から情報を
収集、整理して、
目的や意図に応じ
た適切な題材を決
められる。

情報を重要度や
抽象度などによっ
て階層化して整理
する方法について
理解しようとしてい
る。

7 ○ ○ ○

推論の仕方につ
いて理解してい
る。

書くことにおいて、
情報の妥当性や
信頼性を吟味しな
がら、自分の立場
や論点を明確にし
て、主張を支える
適切な根拠をそろ
えることができる。

自分のもつ情報を
整理して、その関
係をわかりやすく
明確に表現しよう
としている。

8 ○ ○

文や文章の効果
的な組み立て方や
接続の仕方につ
いて理解を深める
ことができる。

読むことにおい
て、主張を支える
根拠や結論を導く
論拠を批判的に
検討し、文章や資
料の妥当性や信
頼性を吟味して内
容を解釈できる。

関連する文章や資
料を基に、書き手
の立場や目的を
考えながら、内容
の解釈を深めよう
としている。

9

10 ○ ○ ○

文章の種類に基
づく効果的な段落
の構造や論の形
式など、文章の構
成や展開の仕方
について理解を深
めることができる。

書くことにおいて、
立場の異なる読み
手を説得するため
に、批判的に読ま
れることを想定して
効果的な文章の
構成や、論理の展
開を工夫できる。

文章の構成や展
開・表現の仕方な
どについて、自分
の主張が的確に
伝わるように書こう
としている。

11 ○ ○ ○

新たな考えの構築
に資する読書の意
義と効用について
理解を深めてい
る。

読むことにおい
て、関連する文章
や資料を基に、書
き手の立場や目的
を考えながら、内
容の解釈を深める
ことができる。

書き手の意図に対
して、相手や目的
を考えた適切な構
成になっているか
など、文章の表現
を検討して書き手
がどのように伝え
ようとしているか、
その意図を推測し
ようとしている。

12 ○ ○ ○

主張とその前提や
反証など、情報と
の関係について理
解を深めている。

読むことにおい
て、人間、社会、
自然などについ
て、文章の内容
や、解釈を多様な
論点や異なる価値
観と結び付けて、
新たな観点から自
分の考えを深める
ことができる。

与えられた情報を
鵜吞みにせず、何
が確かで何が不明
確なのかを見分
け、批判的に検討
しようとしている。

読むこと４　１９時間 評論⑧ 関連する文章や資料を基に、
書き手の立場や目的を考えな
がら、内容の解釈を深める。

学
習
方
法

実社会に必要な国語の知識や技能を身に着けるため、様々な形式の文章を論理的・批判的に考察しながら読む。

論理的な文を書いたり、批判的に読んだりし、社会生活で他者に相手の意向を伝える力を養うための演習を行っていく。

課題解決に向け、主体的に追究することができる。

以上の観点をふまえ、

読むこと３　２０時間 評論⑦ 文章の構成や論理の展開、表
現の仕方について、書き手の
意図と関係において多面的・
多角的な視点から評価する。

担当者

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

選択科目 ３年

評価方法

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性

国語 論理国語 4

使用教科書 新編　論理国語（大修館）

担
当
者
か
ら

卒業後、「他者」と関わる機会が増えていくみなさんに、自分の気持ちを論理的に伝える力を身に着けてほしいと思っています。他者とは、広く社会生活で関わりを
もち、世代・立場、文化的背景などを異にする多様な相手のことです。実社会で活躍していくための、文章を読む力や書く力、話す力を身に着けるために、様々な
演習を行っていきましょう。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力)

基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

読むこと１　１８時間 評論① 文や文章の効果的な組み立
て方や接続の仕方について理
解を深める。

単元テスト
レポート
グループ学習等の演習

単元（題材）の評価規準

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

総合的に評価する。

評論② 文の種類に基づく効果的な段
落の構造や論の形式など、文
章の構成や展開の仕方につ
いて理解を深める。

言葉には言葉そ
のものを認識した
り説明したりするこ
とを可能にする働
きがあることを理解
できる。

読むことにおい
て、文章の種類を
踏まえて、内容や
構成論理の展開
などを的確に捉
え、論点を明確に
しながら要旨を把
握できる。

自分たちが日常的
に用いている言葉
について改めて考
え、その仕組みや
役割を知ろうとして
いる。

書くこと１　１９時間 評論③ 情報を重要度や抽象度などに
よって階層化して整理する方
法について理解を深め、使う。

書くこと２　１５時間 評論④ 推論の仕方につて理解を深
め、使う。

書くこと３　１９時間 評論⑥ 文章の構成や展開、表現の仕
方などについて、自分の主張
が的確に伝わるように書かれ
ているかなどを吟味して、文章
全体を整えたり、読み手からの
助言などを踏まえて自分の文
章の特長や課題を捉えなおし
たりする。

読むこと２　１６時間 評論⑤ 実社会や学術的な学習の基
礎に関する事柄について、書
き手の立場や論点などの様々
な観点から情報を収集、整理
して目的や意図に応じた適切
な題材を決める。



1 ○ ○ ○

情報を重要度や
抽象度などによっ
て階層化して整理
する方法について
理解している。

読むことにおい
て、設定した題材
に関連する複数の
文章や資料を基
に、必要な情報を
関係づけて自分の
考えを広げたり深
めたりすることがで
きる。

様々な方法によっ
て設定した題材に
関する情報を収
集、整理し、それ
について分析・考
察を行ってわかっ
たことや考えたこと
をまとめようとして
いる。

１４０時間

読むこと５　１４時間 評論⑨ 設定した題材に関連する複数
の文章や資料を基に、必要な
情報を関係づけて、自分の考
えを広げたり深めたりする。



7 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

作者の言葉には、
想像力を豊かにす
る働きがあることを
深く理解している。

随筆の特徴を踏ま
えて、内容や構
成、展開、描写の
仕方などを的確に
とらえている。

文章の内容や解
釈を踏まえ、人
間、社会、自然な
どに対するものの
見方、感じ方、考
え方を深めようとし
ている。

6 ○ ○ ○

情景の豊かさや心
情の機微を表す
語句を増やし、語
感を磨き語彙を豊
かにしている。

語り手の視点や場
面の設定の仕方、
表現の特色につ
いて考察し、内容
を深く解釈すること
ができる。

文学的な文章の
題材について情
報を収集、整理し
て、内容をより明
確にしようとしてい
る。

8 ○ ○ ○

文学的な文章や
それに関する文章
の種類や特徴など
について理解を深
めようとしている。

他の作品と比較す
るなどして、文体
の特徴や効果に
ついてより深く考
察することができ
る。

これまでに学んだ
随筆と比較するな
どして、文体の特
徴や効果につい
て深く考えることが
できる。

10 ○ ○ ○

文学的な文章に
おける文体の特徴
や修辞などの表現
技法について、体
系的に理解しよう
としている。

文章の構成や展
開、表現方法を踏
まえ、解釈の多様
性についてより深
い考察をすること
ができる。

登場人物の心情
や情景の描写を、
文体の表現の技
法等に注意して、
理解を深めようとし
ている。

11 ○ ○ ○

詩歌に触れること
で、修辞などの知
識を養い、柔軟
に、かつ自由に発
想できるようにす
る。

作品が成立した背
景や他の作品など
との関係を踏ま
え、作品の解釈を
深めている。

作品について、そ
れぞれの観点から
考えを深め、お互
いの発想や考えを
認め合うことができ
る。

1 ○ ○ ○

文学的な文章を読
むことを通して、我
が国の言語文化
の特質について理
解を深めようとして
いる。

どのような作品や
文章に対しても解
釈の多様性がある
ことを理解し、解釈
が異なることもある
ということを心得て
いる。

文章の構成や展
開、表現方法など
について、作者の
考えを感じとり、自
分自身の作品に
対するとらえ方を
追求している。

読むこと・書くこと2
12時間

70時間

韻文（二） 文体の特徴や修辞法の働きな
どを学び、作者の心情を掘り
下げて考慮し読み取る。

読むこと・書くこと3
13時間

読むこと4
11時間

読むこと１
11時間

随筆（三） 表面だけからは簡単にはわか
らない心情や豊かな情景を深
く味わい、文章の中で使うこと
を通して、語幹を磨く。

課題
確認テスト
小テスト
などを基に評価する。

読むこと3・書くこと1
11時間

小説（六） 文章の構成や展開、表現方法
などについて学び、作者の伝
えたいことを感じとり、さまざま
な角度から作者の意図を考察
する。

評価方法

小説（五） 文学的な文章を読み味わい、
題材に応じて情報を収集し、
まとめをおこない、作者の表現
したいテーマを読みとる。

授業の取り組みや定期考査、課題の提出状況などを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

授業の取り組みや定期考査、課題の提出状況などを総合的に評価します。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力)

随筆（四） 自然や人間などに対するもの
の見方、考え方、感じ方を豊
かにするようにする。

読むこと２
12時間

小説（四） 文学的な文章を読み味わい、
文体の特徴や修辞法などの表
現を学んで、体系的に理解す
る。

単元（題材）の評価規準

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力

課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

必修科目 ３年

目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

学
習
方
法

２年次に学んだことに加え、文学的な文章についてさらに評価したり、その解釈の多様性についてより深く考察したりする。

自分のものの見方、感じ方、考え方をいっそう深め、自ら課題を設定するとともにさらなる探求ができるようにする。

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。

使用教科書 新編　文学国語（大修館） 担当者

国語 文学国語 2

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



令和7 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12

1

確認テスト
小テスト
レポート・プリント課題等の
記載内容
　等を基に評価する。

実社会において
理解したり表現し
たりするために必
要な語句の量を増
すとともに，語感を
磨こうとしている。

相手の反応に応じ
て言葉を選んだ
り，場の状況に応
じて資料や機器を
効果的に用いたり
するなど，相手の
同意や共感が得ら
れるように表現を
工夫使用としてい
る。

言葉のもつ価値へ
の認識を深めると
ともに，言語感覚
を磨き，国語を尊
重してその能力の
向上を図ろうとして
いる。

・推敲について

実社会において
理解したり表現し
たりするために必
要な語句の量を増
すとともに，語感を
磨こうとしている。

多面的・多角的な
視点から自分の考
えを見直したり，根
拠や論拠の吟味
を重ねたりして，主
張を明確にしようと
している。

言葉のもつ価値へ
の認識を深めると
ともに，言語感覚
を磨き，国語を尊
重してその能力の
向上を図ろうとして

いる。

言葉のもつ価値へ
の認識を深めると
ともに，言語感覚
を磨き，国語を尊
重してその能力の
向上を図ろうとして

いる。

プレゼンテーショ
ンしよう。

・情報収集の仕方を理解する
・自分の考えを効果的に表現
するための媒体について

創作活動

・情報の言語化について

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

総合的に評価します。

地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

・演習問題
・文章の内容を読み取ったうえ
で、自分の考えを書く

文学

・演習問題
・複数資料の読み取りについ
て

目的や意図に応じ
て書かれているか
などを確かめて，
文章全体を整えた
り，読み手からの
助言などを踏まえ
て，自分の文章の
特長や課題を捉え
直そうとしている。

担
当
者
か
ら

多くの評論を読み、論理的かつ批判的に考える力を向上させていきましょう。
作品を読んで感じたこと、考えたことを互いに伝え合い、自分の思いや考えを深めていきましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力)

評論文を中心とした
現代文読解

評論 ・演習問題
・評論文の読み方について

・演習問題
・小説の読み方について

・演習問題
・資料を用いた意見文を作成
する

・演習問題
・文章を読み取ったうえで自分
の考えを発表する

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

国語 実用現代文 2 選択科目 ３年

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

社会貢献（社会参画）

学
習
方
法

文章を的確に理解し、適切に表現する。

プレゼンテーションや資料作成、AI活用など実社会に出たときに必要になるであろう能力を身につける。

使用教科書 なし 担当者

学
習
目
標

実社会において
理解したり表現し
たりするために必
要な語句の量を増
すとともに，語感を
磨こうとしている。

実社会において
理解したり表現し
たりするために必
要な語句の量を増
すとともに，語感を
磨こうとしている。

実社会において
理解したり表現し
たりするために必
要な語句の量を増
すとともに，語感を
磨こうとしている。

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。

○ ○ ○ ○ ○

自分の思いや考
えが伝わるよう，具
体例を効果的に
配置するなど，話
の構成や展開を
工夫使用としてい
る。

言葉のもつ価値へ
の認識を深めると
ともに，言語感覚
を磨き，国語を尊
重してその能力の
向上を図ろうとして

いる。

目的や意図に応じ
て，実社会の問題
や自分に関わる事
柄の中から適切な
題材を決め，情報
の組合せなどを工
夫して，伝えたい
ことを明確にしよう
としている。

言葉のもつ価値へ
の認識を深めると
ともに，言語感覚
を磨き，国語を尊
重してその能力の
向上を図ろうとして

いる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

単元（題材）の評価規準
評価方法

複数資料



令和7 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

新聞記事・時事用
語

これまで書いてきた自分の文
章を見直し、文章を整え、より
良い文章を書く。

発展編 漢字の読み・書き 基礎的な国語力の更なる充実
を図る。

授業態度
発問に対する応答
課題の取り組みと提出
単元テスト
　などを基に評価を行う。

ブックトーク 他者の作品や発表を読み味
わい、より良いものになるよう
批評し合う。

他者の発表にも耳
を傾け、物事をさ
まざまな角度から
捉えようとしてい
る。

手紙やはがき、詩
など様々な表現の
仕方に触れ、自身
の教養を高めよう
としている。

手紙・はがき 他者の作品や発表を読み味
わい、より良いものになるよう
批評し合う。

難読語に触れ、日本の言語文
化に親しむ。

同音異義語・慣用
表現

取り扱った同音異義語や慣用
表現を活用し、的確に自分の
考えを相手に伝える力を身に
つける。

新聞記事や時事的な内容を
取り扱い、様々な視点から持
続可能な社会について考えを
深める。

詩

古典文学史 古典文学史に触れ、国語の一
般教養を深める。

表現編 敬語の使い方 適切な表現を用いて、自分の
意志を表す。

これまでに学んだ
内容を整理し、自
分の考えを相手に
伝える力を身につ
けようとしている。

基礎的な国語力
の充実が図ろうと
している。

他者の作品や発表を読み味
わい、より良いものになるよう
批評し合う。

言葉のもつ価値へ
の認識を深めると
ともに、言語感覚
を磨き、意欲的に
一般教養を深めよ
うとしている。

これまでに学んだ
内容や知識を確か
なものにし、実践
的な応用力を身に
つけようとしてい
る。

基礎的な国語力
の更なる充実を図
ろうとしている。

同字異音・同字異
訓

取り扱った同音異義語や慣用
表現を活用し、的確に自分の
考えを相手に伝える力を身に
つける。難読語

言葉のもつ価値へ
の認識を深めると
ともに、言語感覚
を磨き、意欲的に
一般教養を深めよ
うとしている。

作文の書き方 取り扱うテーマやお題に沿っ
た文章を、適切な表現を用い
て書く。

ことわざ 取り扱ったことわざを活用し、
的確に自分の考えを相手に伝
える力を身につける。

文章の整え方

担
当
者
か
ら

国語の一般常識を知ることは、社会で生きていくうえで必ず役に立つ知識です。一般教養として国語力を身に着け、社会に出た際に役立ててほしいと願っていま
す。幅広く「国語」を学んでいきましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力)

基本編 漢字の読み・書き 基礎的な国語力の充実を図
る。

近現代文学史 近現代文学史に触れ、国語の
一般教養を深める。

表現編 原稿用紙の使い
方

原稿用紙の使い方を学び、原
稿用紙を適切に使って文章を
書く。

言葉のもつ価値へ
の認識を深めると
ともに、言語感覚
を磨き、意欲的に
一般教養を深めよ
うとしている。

自身の感覚に偏る
ことなく、相手意識
をもって、表現しよ
うとしている。

原稿用紙の使い
方や作文の書き方
を身につけ、整っ
た文章を書く力を
身につけようとして
いる。

言葉のもつ価値へ
の認識を深めると
ともに、言語感覚
を磨き、意欲的に
一般教養を深めよ
うとしている。

単元（題材）の評価規準

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

評価方法

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

授業の取り組みや単元テスト、課題提出状況などから総合的に評価します。

３年

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

学
習
方
法

国語の基礎知識を身につける。

実社会のどのような場面で役立つかを考えながら、身につけた国語の基礎知識を活用する。

使用教科書 なし 担当者

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。

国語 国語一般教養 2 選択科目



令和7 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

使用教科書 なし 担当者

国語 応用古典 2

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

選択科目 ３年

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。

基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

これまでの科目で学んだ知識・読解力をベースに、より難度の高い古典の文章を中心に学びます。同時に、私たちの表現活動にも実際に活かせるような「古典」
の力を身に付けましょう。

自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。

学
習
方
法

古典の文章を自在に読み取り、表現活動にも活かせるようする。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。
協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

以上の観点をふまえ、

重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準
評価方法

古文 説話 作品読解、古語を用いた表現
活動

確認テスト
小テスト
授業時の取り組み
ノート、課題の記載内容
　などを基に評価する。

作品読解、古語を用いた表現
活動

史書

漢文 故事成語 作品読解、漢文を用いた表現
活動

作品読解、古語を用いた表現
活動

物語 作品読解、古語を用いた表現
活動

月 大単元 単元（題材） 学習内容

古典の作品や文
章を多面的・多角
的な視点から評価
することを通して、
我が国の言語文
化について自分の
考えを広げたり深
めたりしている。

積極的に、自分の
ものの見方、感じ
方、考え方を深
め、我が国の言語
文化について自
分の考えをもつ中
で、自分の学習を
調整しようとしてい
る。

思想 作品読解、漢文を用いた表現
活動

古典を読むことを
通して、我が国の
文化の特質につ
いて理解するとと
もに、先人のもの
の見方、感じ方、
考え方に親しもうと
している。

古文 日記、随筆 作品読解、古語を用いた表現
活動

作品読解、古語を用いた表現
活動

作品読解、漢文を用いた表現
活動

作品読解、漢文を用いた表現
活動

和歌 作品読解、古語を用いた表現
活動

作品読解、漢文を用いた表現
活動

積極的に、自分の
ものの見方、感じ
方、考え方を深
め、我が国の言語
文化について自
分の考えをもつ中
で、自分の学習を
調整しようとしてい
る。

漢文 詩 作品読解、漢文を用いた表現
活動

作品について自
分の見解をもち、
他者との意見交換
を通して、進んで
自分のものの見
方、考え方、感じ
方を深めようとして
いる。

文章の種類を踏ま
えて、構成や展開
などを的確に捉え
るとともに、その語
彙や表現の技法
を参考にして、和
歌や俳句を創作し
たり、体験したこと
や感じたことを文
語で書いたりして
いる。

用いられている語
句の意味や用法
を理解し、古典を
読むために必要な
語句の量を増や
すとともに、語感を
磨き語彙を豊かに
している。

古典を読むために
必要な文語のきま
りや訓読のきまり
について理解する
とともに、作品や文
章に表れている、
言葉の響きやリズ
ム、修辞などの表
現の特色について
理解を深めてい
る。

古典を読み、その
語彙や表現の技
法などを参考にし
て、漢詩を創作し
たり、その内容の
解釈を踏まえて朗
読したりしている。

古典の作品や古
典の作品や文章
に表れている、言
葉の響きやリズム、
修辞などの表現の
特色について理
解を深めるととも
に、先人のものの
見方、感じ方、考
え方に親しもうとし
ている。

作品読解、古語を用いた表現
活動

作品の成立した背
景や他の作品など
の関係を踏まえつ
つ、書き手の考え
や目的、意図を捉
えて内容の解釈を
深めている。

作品読解、漢文を用いた表現
活動

古典の作品に関
連のある事柄につ
いて調べその成果
を発表したり、社
会生活に役立つ
知識の文例を集
め、それらの現代
における意義や価
値などについてま
とめたりしている。

作品読解、漢文を用いた表現
活動



令和7 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

韻文 作品の思想や心情、表現の魅
力を主体的に鑑賞・味読し、
文学に何ができるかを考え、
積極的に他者と意見交換をす
る。演習問題にも取り組む。

近代文学 散文

文学的な文章に
おける文体の特徴
や修辞などの表現
技法について、体
系的に理解し、
使っている。

書くことにおいて、
文体の特徴や修
辞の働きなどを考
慮して、読み手を
引き付ける独創的
な文章になるよう
工夫している。

文学的な文章に
おける文体の特徴
や修辞などの表現
方法を使い、読み
手を引き付ける独
創的な文章になる
よう工夫しようとし
ている。

情景の豊かさや心
情の機微を表す
語句の量を増し、
文章の中で使うこ
とを通して、語感を
磨き、語彙を豊か
にしている。

書くことにおいて、
文章の構成や展
開、表現の仕方な
どについて、伝え
たいことや感じても
らいたいことが伝
わるように書かれ
ているかなどを吟
味して、文章全体
を整えたり、読み
手からの助言など
を踏まえて、自分
の文章の特長や
課題を捉えなおし
たりしている。

情景の豊かさや心
情の機微を表す
語句の量を増し、
文章の中で使いな
がら語彙を豊かに
し、伝えたいことや
感じてもらいたいこ
とが伝わるように、
文章の構成や表
現の仕方などを吟
味しながら、文章
を整え、読み手の
助言を受け、自分
の文章を捉えなお
そうとしている。

創作 散文 文学表現の特殊性を主体的
に把握し、自己表現の方法と
して活用する。演習問題にも
取り組む。

韻文

単元テスト、課題提出、
授業の取り組み、
ノートの記載内容
　などを基に評価する。

韻文 作品の思想や心情、表現の魅
力を主体的に鑑賞・味読し、
文学に何ができるかを考え、
積極的に他者と意見交換をす
る。演習問題にも取り組む。

現代文学２

作品の思想や心情、表現の魅
力を主体的に鑑賞・味読し、
文学に何ができるかを考え、
積極的に他者と意見交換をす
る。演習問題にも取り組む。

散文 作品の思想や心情、表現の魅
力を主体的に鑑賞・味読し、
文学に何ができるかを考え、
積極的に他者と意見交換をす
る。演習問題にも取り組む。

韻文 作品の思想や心情、表現の魅
力を主体的に鑑賞・味読し、
文学に何ができるかを考え、
積極的に他者と意見交換をす
る。演習問題にも取り組む。

現代文学１ 散文 作品の思想や心情、表現の魅
力を主体的に鑑賞・味読し、
文学に何ができるかを考え、
積極的に他者と意見交換をす
る。演習問題にも取り組む。

文学表現の特殊性を主体的
に把握し、自己表現の方法と
して活用する。演習問題にも
取り組む。

言葉には、想像や
心情を豊かにする
働きがあることを理
解している。

読むことにおい
て、作品の内容や
解釈を踏まえ、人
間、社会、自然な
どに対するものの
見方、感じ方、考
え方を深めてい
る。

言葉には、想像や
心情を豊かにする
働きがあることを理
解し、作品の解釈
を踏まえ、人間、
社会、自然などに
対する者の見方、
考え方を深めよう
としている。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

総合的に評価します。

文学的な文章を読
むことを通して、我
が国の拳固文化
の特質について理
解を深め、内容や
構成、展開、描写
の仕方を的確に捉
えようとしている。

読むことにおい
て、文章の種類を
踏まえて、内容や
構成、展開、描写
の仕方などを的確
に捉えている。

文学的な文章を読
むことを通して、我
が国の言語文化
の特質について理
解を深めている。

文学的な文章や、
それに関する文章
の種類や特徴など
について理解を深
めている。

読むことにおい
て、文章の構成や
展開、表現の仕方
お踏まえ、解釈の
多様性について
考察している。

文学的な文章や、
それに関する文章
の種類や特徴など
について理解を深
め、文章の解釈の
多様性について
考察しようとしてい
る。

古典文学 散文 作品の思想や心情、表現の魅
力を主体的に鑑賞・味読し、
文学に何ができるかを考え、
積極的に他者と意見交換をす
る。演習問題にも取り組む。

韻文 作品の思想や心情、表現の魅
力を主体的に鑑賞・味読し、
文学に何ができるかを考え、
積極的に他者と意見交換をす
る。演習問題にも取り組む。

担
当
者
か
ら

古典から近現代の作品までさまざまな文学作品を鑑賞・味読するとともに、作品と作者・時代情況とのかかわりやそもそも文学とは何かについて考究し、考えを述
べ合います。また、創作にも挑戦し、表現力を身につける活動にも取り組みます。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

３年

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

国語 文学研究 2 選択科目

学
習
方
法

古今のさまざまな文学作品を精読し、鑑賞・味読する。

文学作品の魅力について考えを述べ合い、創作を実践する。

使用教科書 なし 担当者

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成することを目指す。


